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指導法

中・高等学校の英
語指導においてPP
PとTBLTは水と油
か
宮迫靖静(福岡教
育大学)

指導法

思考ツールを活用
する思考力の育成
を目指した英語授
業の実践
中村仁美(千葉大
学大学院生), 
山﨑達也(千葉大
学教育学部附属
中学校)

リーディング

An Extensive 
Reading Program 
for the Acquisition 
of Sight 
Vocabulary and the 
Facilitation of 
Reading Fluency
Iwata 
Akira(Hokkaido 
Musashi Women's 
Junior College)

リーディング

Comparing 
Extensive Reading 
Problems in 
Different Contexts
Takaaki 
Goto(Kyushu 
Univesity of Nursing 
and Social Welfare)

教員養成・教師
教育

理想の英語教師に
必要な資質・能力
―英語専攻の日本
人大学生を対象と
した実証研究―
藤田賢 
(愛知学院大学)

教員養成・教師
教育

英語教師のための
オンライン実践研究
講座の運営：成果と
課題
藤田卓郎 
(福井工業高等専門
学校),  南侑樹 
(神戸市立工業高等
専門学校), 
滝沢雄一 
(金沢大学)

教材・カリキュラ
ム

新課程「英語コミュ
ニケーションⅡ」の
教科書レッスンの
トピックを考える〜
現役高校生が読
みたい英文は何か
〜
本田亮 
(神奈川県立津久
井高等学校), 
関根涼 
(神奈川県立上溝
高等学校)

教材・カリキュラ
ム

マンガ教材を利用
した海事CLILの実
践報告
二五義博 
(山口学芸大学)

SLA・言語習得

母語と第二言語に
おけるストループ効
果： 
書記体系に着目し
た統合モデルの追
検証
石﨑貴士(山形大学
), 吳 
如惠(銘傳大學)

語彙

形態素を使った英
単語の語源学習は
効率的か？
鈴木健太郎(北海道
教育大学)

テスティング・評
価

高等学校の定期テ
ストにおけるライテ
ィング・テスト評価
規準の検討—多相
ラッシュ分析を用
いて—
菊原健吾(長野県
上田高等学校)

スピーキン
グ

中学校英語教科
書のコミュニケー
ション活動のタスク
性の分析－2021
年度改訂教科書
の比較－
山下純一(函館工
業高等専門学校), 
志村昭暢(北海道
教育大学),  
臼田悦之(函館工
業高等専門学校), 
酒井優子(東海大
学), 
照山秀一(石狩市
立石狩中学校), 
小野祥康(北海道
科学大学), 
竹内典彦(北海道
情報大学), 　
髙橋知也 
(北海道札幌月寒
高等学校), 
中島貴子 
(東京都立目黒高
等学校), 三澤康英 
(札幌龍谷学園高
等学校)

リスニング

医療に関連する英
語コミュニケーショ
ンの語彙分析 
―Occupational 
English Test (OET) 
のリスニングセクシ
ョンに着目して―
塙千賀子(筑波大
学)

言語政策・
教育制度

英語教育担当指
導主事の業務実
態と研修状況，教
科指導力等の自
己認識　－Webに
よる質問紙調査よ
り－
田村岳充(宇都宮
大学), 
臼倉美里(東京学
芸大学), 
星野由子(千葉大
学)

文法

日本人英語学習
者と英語母語話者
による英語現在完
了表現理解 
富和由有(同志社
大学大学院), 
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指導法

リーディングとライ
ティングの統合的
指導による批判的
思考力の育成
伊佐地恒久(岐阜
聖徳学園大学)

指導法

(Un)Learning and 
Addressing Race 
in the Content-
Based ELT 
Classroom
Aoyama Ryosuke
(University of 
British Columbia)

リーディング

学術的英語読解の
授業における英語
読解力の変化の要
因
上野裕子(同志社
女子大学), 
飯田毅(同志社女
子大学)

リーディング

語認識トレーニング
が日本人英語学習
者の語認識と読解
の流暢さに与える影
響
浜谷佐和子(関西大
学)

教員養成・教師
教育

ジャーナルに対す
る同僚の定期的な
フィードバックと教
師の省察： 
協働的セルフ・スタ
ディによる考察
蕨知英 
(上智大学大学院
生), 山本裕也 
(麹町学園女子中
学校高等学校) , 
髙木亜希子 
(青山学院大学)

教員養成・教師
教育

授業改善を目指した
若手教師の自己リフ
レクション研究
岡崎浩幸 
(富山大学)

教材・カリキュラ
ム

小・中学校の新学
習指導要領におけ
る新しい英語教科
書の特徴と語彙数
についての考察ー
New 
Horizon中心に韓
国や他教科書と比
較してー
西子みどり 
(無所属)

教材・カリキュラ
ム

多義語への気づき
を促す言語意識活
動に関する一考察
濱田活仁 
(岡山大学大学院)

SLA・言語習得

L2ライティング学習
における態度の個
人差：認知モデルの
提案と調査報告
齋藤玲(東北大学災
害科学国際研究所)
, 
鈴木渉(宮城教育大
学)

語彙

英語心内辞書の再
構築・変容を促進す
る語彙学習プログラ
ム—ネイティブ度診
断テスト導入の効
果—
折田充(熊本大学), 
小林景(慶應義塾大
学), 
村里泰昭(熊本大学
), 
吉井誠(熊本県立大
学), Richard 
Lavin(熊本県立大
学), 
相澤一美(東京電機
大学)

テスティング・評
価

音読評価のための
RBB尺度：ルーブリ
ックをもとにした二
値選択・境界定義
尺度の提案
髙波幸代(群馬大
学), 
飯村英樹(群馬県
立女子大学)

スピーキン
グ

開いた発話タスク
を繰り返す練習に
おいて学習者はど
う感じているのか
伊達正起(福井大
学)

リスニング

第二言語リスニン
グ理解における背
景知識と語彙知識
の影響―トップダウ
ン・ボトムアップア
プローチからの知
見
古屋あい子(東洋大
学)

言語政策・
教育制度

Cross-linguistic 
mediation活動の
ニーズ：予備調査
増田瑞穂(新潟大
学)

文法

The Influence of 
Different Grammar 
Instructions on 
Processing 
Relative Clauses
Tana(Faculty of 
Humanities and 
Social Sciences, 
University of 
Tsukuba)
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指導法

GIGAスクールとIC
Tの可能性：未来
の教師はiPadを使
ってどのような授業
を組み立てるのか
？
高尾海沙(同志社
女子大学大学院生
), 
松本茉里奈(同志
社女子大学大学院
生), 
武藤亜純(同志社
女子大学大学院生
), 
若本夏美(同志社
女子大学)

指導法

教えない教え方の
実践－英語のル
ールへの気づきを
引き出す指導
西垣知佳子(千葉
大学), 
柿葉敦子(松戸市
立栗ケ沢中学校)

リーディング

日本人英語学習者
の再話プロトコル
に見られる 
centrality effect と 
centrality deficit 
について
伊東賢(茨城工業
高等専門学校)

リーディング

高校生の英語読解
能力伸長に対する
協同的な英語リー
ディング活動の効果
―読解方略使用の
変化に着目して―
サルバション有紀(
兵庫教育大学大学
)・大場浩正（上越教
教育大学）

教員養成・教師
教育

小学校高学年に外
国語を指導する担
任・専科教員の不
安の差異とその要
因 
－外国語スキルア
ップ研修事前アン
ケートの分析－
田中真紀子 
(神田外語大学), 
河合裕美 
(神田外語大学)

教員養成・教師
教育

クラウド・ICT活用で
学校を跨いだ教員
研修実践の試み -
Google 
Workspaceと分野別
小グループ研修を
活用して-
阿部雅也 
(新潟青陵大学)

教材・カリキュラ
ム

語彙的に簡単で短
い英語詩に対する
日本人大学生英
語学習者の解釈
反応：自身の解釈
への自信と関連づ
けて
西原貴之 
(広島大学)

教材・カリキュラ
ム

「日本文化紹介」に
よる異文化交流の
有効性
青柳有季 
(東京学芸大学附
属小金井中学校)

SLA・言語習得

The Role of 
Learners' Preferred 
Mode of Studying 
L2 Vocabulary: Are 
Iconic Gestures 
Almighty?
Kamiya 
Nobuhiro(Gunma 
Prefectural 
Women's 
University)

語彙

令和4年度検定教
科書の語彙学習タ
スクの傾向調査：中
学校と高校1年生の
教科書を対象に
小室竜也(筑波大学
大学院)

テスティング・評
価

大学入学共通テス
トにおける事実質
問の特徴とその出
題意義
柳瀬学(園田学園
女子大学)

スピーキン
グ

日本人高校生のス
ピーキング能力の
発達: 
CAF分析を用いて
森本俊(玉川大学), 
森下みゆき(ベネッ
セ教育総合研究所
), 
杉渕理恵(株式会
社ベネッセコーポ
レーション)

リスニング

ノイズの種類の違
いが英語学習者の
リスニング理解に
与える影響の検証
藤田亮子(順天堂
大学)

言語政策・
教育制度

日本の英語教育
の学術的トレンド：
テキストマイニング
による自由研究発
表要旨の分析
寺沢拓敬(関西学
院大学)

文法

応用言語学のジレ
ンマ：言語学的知
見に基づく教育実
践の難しさについ
て
赤松信彦(同志社
大学), 
折田充(熊本大学), 
星野由子(千葉大
学), 
マイケル・マクガイ
ア(同志社大学), 
富和由有(東大寺
学園中学高等学
校、同志社大学大
学院)
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